
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何色が合うやろ～」「色を重ねてもいいですか？」など、

自分で考えて作品を作る姿が増えたことが嬉しかったです。 

 

 1 年間、図工の授業で子どもたちと関わることができてとて

も楽しく過ごすことができました。道具や材料の準備にご協力

くださりありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 

 「思い出ＢＯＸ」がついに完成。沢山の工程を経て仕上がった

作品を並べると、とても見ごたえのあるものになりました。それ

ぞれの個性が詰まった素敵な作品です。一生懸命作った作品を、

大切にしてほしいと思います。 

 

 「思い出ＢＯＸ」を6年生最後の作品にする予定でしたが、

ほんの少し時間があったので、もう１つ作品を作って締めくくる

ことにしました。思い出ＢＯＸに色付けする時に使った面相筆を

使った作品です。紙皿に、好きな色で線や点で柄をつくっていき

ます。紙皿は撥水加工されているので水彩絵の具に中性洗剤を少

しだけ混ぜて描くことで紙皿に絵の具が馴染んでくれます。この

作品でも、使う色や描く柄で個性が溢れていました。常に筆先を

整えて、ゆっくり細かく筆を動かさないといけないので、思うよ

うに掛けなくて「もう無理～！！」と嘆いている子もいましたが、

今回の作品はやり直しができるという秘密兵器がありました。洗

剤を混ぜているおかげで、ティッシュでふき取ることができるの

です。気に入らない部分は描き直しがきくので、絵の具なのに訂 

正ができることに感動している子もいました。学期末に持ち帰る

作品をお楽しみに。 
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